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項  目 内                容 

第１章 総 則 

（適用範囲） 

第 1-1 条 

 

 

変更なきにつき省略。 

（目的） 

第 1-2 条 

                      

本業務は、小宅幹線用水路及び大川幹線用水路における漏水履歴、原因の整理

等を行い、小宅幹線用水路の管更生工法等の試験施工を行う設計及び試験施工のモ

ニタリング計画の作成を行うものである。 

（場所） 

第 1-3 条 

 

本業務において対象とする施設の場所は、栃木県芳賀郡茂木町坂井地内ほか（小

宅幹線用水路及び大川幹線用水路）で、別添位置図に示すとおりである。 

(土地の立入り等) 

第 1-4 条 

   ～ 

（保険加入） 

第 1-10 条 

 

変更なきにつき省略。 

第 2 章 作業条件 

(適用する図書) 

第 2-1 条 

   ～ 

（作業条件） 

第 2-2 条 

 

 

変更なきにつき省略。 

（対象施設） 

第 2-3 条 

 
調査を行う対象施設の概要及びの基本諸元は、以下によるものとする。 
 
施設名称：小宅幹線用水路 
配水方式：クローズドタイプパイプライン 
受益面積：729.9ha（水田 464.6ha、畑 265.3ha、合計 729.9ha） 
延  長：12,365m 
代表口径：φ600～700mm 
管 材 質：主にＦＲＰＭ管 
最大通水量：0.672m3/s～0.221m3/s 
設計内圧：14.0～10.6kgf/cm2（1.42～1.08Mpa） 
上記のうち、延長約 L=200m の対策設計を想定している。 
 
施設名称：大川幹線用水路 
配水方式：クローズドタイプパイプライン 
受益面積：1257.0ha（水田 728.8ha、畑 528.2ha、合計 1257.0ha） 
延  長：12,881m 
代表口径：φ450～900mm 
管 材 質：主にＦＲＰＭ管 
最大通水量：1.032 m3/s～0.289m3/s 
設計内圧：11.3kgf/cm2（1.15Mpa） 
 

(参考図書) 

第 2-4 条 

 
変更なきにつき省略。 
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項  目 内                容 

(貸与資料等) 
第 2-5 条  
 
 
 

 

 
                           上段：当初 
貸与資料は、次のとおりである。            下段：第 1 回変更 

分 類 貸  与  資  料 数量 

工事誌・
事業誌 

芳那潤郷－事業誌－ 
（〃） 
１式 

菅又調整池技術書 
（〃） 

１式 

施設管理

図 
小宅幹線用水路土地改良施設管理図（平成 15 年 3 月） 

（〃） 

１式 

施設管理

図 
大川幹線用水路土地改良施設管理図（平成 15 年 3 月） 

（－） 

１式 

報告書 
H23 国営造成水利施設保全対策指導事業芳賀台地地区施
設機能診断業務報告書 

（〃） 

１式 

報告書 過去の漏水事故調査報告書 
（〃） 

１式 

また、上記以外で必要な資料がある場合は監督職員と協議するものとする。 

 

(貸与資料の取扱い) 
第 2-6 条  

 

 

変更なきにつき省略。 

 

第 3 章 作業内容 変更なきにつき省略。 

第 4 章 打合せ 
（打合せ） 
第 4-1 条 

 
 

共通仕様書第 1-10 条による打合せについては、主として次の段階で行うものとす
る。また、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。 

初 回 作業着手の段階                
第２回 中間打合せ（適用工法の比較整理作成段階）  Ｗｅｂ会議 
第３回 中間打合せ（試験施工の設計概定段階）     Ｗｅｂ会議 
最終回 報告書原稿作成段階             Ｗｅｂ会議 

なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ
記録簿を作成し、上記の打合せの都度内容について、監督職員と相互に確認するも
のとする。 

 
第 5 章 成果物 
  ～ 
第 7 章 業務管理 

変更なきにつき省略。 
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別紙１【作業項目内訳表】                              小宅幹線用水路 

作業項目 作業内容 
作業 
対象 

数量 

当初 変更 

1.現地調査 実施設計等に必要な調査を行う。 
 ○ 

12,365m
（外業） 

12,365m 
（外業） 

2.資料の収集・把握 調査対象路線の図面（管路平面縦断図、各構造図
等）、漏水履歴、空気弁等の付帯施設の構造及び過去
の圧力計データについて資料を収集し貸与資料とと
もに内容を把握する。 

○ 
12,365m

（外内業） 
12,365m 

（外内業） 

3.問診調査 施設管理者（芳賀台地土地改良区）から日常利用、
操作等の不具合・変状箇所・事故履歴・補修履歴等
について聞き取り調査を行い、施設機能に関する課
題、問題点を把握・整理する。 

○ 
12,365m
（外業） 

12,365m 
（外業） 

4.資料の整理 
4-1.過去の原因究明
のための調査結果の
整理 

 
2 で収集した資料及び貸与資料を基に過去の漏水事

故等で行った原因究明のための調査結果を整理・分
析する。 

○ 
12,365m
（内業） 

12,365m 
（内業） 

4-2.平面図・縦断図
の作成 

2 で収集した図面等を基に小宅幹線用水路の平面
図・縦断図をそれぞれＡ１判図面に集約し作成（建設
時の工事名、受注業者名、管製造メーカー名等を追
記）する。 

なお、平面図の基図は、国土地理院発行の電子地図
（受注者で購入）を使用する。 

○ 
12,365m 
（内業） 

12,365m 
（内業） 

4-3.過去の漏水事故
歴の整理 

2 で収集した資料を基に、4-2 で作成した平面図・
縦断図に過去の漏水事故歴を整理する。 ○ 

12,365m 
（内業） 

12,365m 
（内業） 

4-4.圧力計データの
分析 

2 で収集した圧力計データを基に過去５ヶ年の非か
んがい期（無通水時）の圧力計の計測値を時系列で整
理し、圧力計の計測値の変化状況等を分析し、漏水が
疑われる位置を推定する。 

○ 
12,365m 
（内業） 

12,365m 
（内業） 

5.設計作業 
5-1.適用工法の比較
整理 
 

 
「管路更生工法の適用性評価」をテーマとし、適用

実績が少ない管路更生工法を用いて、試験施工を行う
にあたって、適用可能な管路更生工法を比較整理す
る。 

○ 
1 式 

（内業） 
1 式 

（内業） 

5-2.試験施工対象区
間の選定 

3、4-3 及び 4-4 を基に漏水事故リスクが高い区間
（工区）を選定し試験施工区間（工区）を決定する。
区間（工区）割の選定にあたっては、予算及び立坑位
置等の施工性を考慮し選定する。 

○ 
1 式 

（内業） 
1 式 

（内業） 

5-3. 水理計算 5-1 で適用可能と整理した管路更生工法について、
貸与資料又は収集資料を基に必要動水圧が確保可能
か水理計算を行う。 

○ 
1 式 

（内業） 
1 式 

（内業） 

5-4. 構造計算 5-1 で適用可能と整理した管路更生工法について、
内外圧に対する詳細な構造計算を行う ○ 

1 式 
（内業） 

1 式 
（内業） 

5-5.工法の選定 5-3、5-4 及び工法メーカー等の聞き取り等により、
本地区に適した適用工法を選定する。 ○ 

1 式 
（内業） 

1 式 
（内業） 

5-6. 試験施工に必要
な設計図の作成 

試験施工を実施するために必要な位置図、平面図、
縦断図、構造図及び仮設図等の図面を作成する。 ○ 

1 式 
（内業） 

1 式 
（内業） 

5-7. 数量計算 設計図を基に試験施工工事の発注に必要な数量計
算を行う。 ○ 

1 式 
（内業） 

1 式 
（内業） 

6. 施工計画 工程計画、施工順序・方法や施工計画等の詳細計画
図を作成する。 ○ 

1 式 
（内業） 

1 式 
（内業） 

7. 借地等の範囲図等
の作成 

仮設に伴い必要な用地について発注者が取り寄せ
貸与する公図を基に必要な借地の範囲図を作成す
る。なお、借地用地が公有地の場合は、占用範囲図を
作成する。 

○ 
1 式 

（内業） 
1 式 

（内業） 
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8. モニタリング計画
の作成 

試験施工前、試験施工直後及び供用開始（概ね３ヶ
年の各年度）において、所要の要求性能を確認するた
めに必要なモニタリング計画を作成する。 

なお、モニタリング調査では官民連携新技術研究開
発事業において開発中の浮遊式音響センサー付きカ
プセル型検知機を活用する。 

○ 
1 式 

（内業） 
1 式 

（内業） 

9. 概算費用の算出 試験施工及びモニタリングに必要な概算費用をそ
れぞれ算出する。 

なお、概算費用は４０百万円以内とする。 
○ 

1 式 
（内業） 

1 式 
（内業） 

10. 施 工 管 理 基 準
（案）及びモニタリン
グ作業項目（案）の作
成 

試験施工の実施する上での施工上の留意点、施工管
理（出来形管理、品質管理、安全・衛生管理、環境対
策）基準（案）を作成する。 

モニタリング業務の発注に必要な作業項目（案）を
作成する。 

○ 
1 式 

（内業） 
1 式 

（内業） 

11.プレゼンテーショ
ン資料作成 

試験施工の工法選定経緯、施工方法、モニタリング
計画及び期待される効果等について、有識者委員会向
けのプレゼンテーション資料を作成する。 

資料は Microsoft PowerPoint A4 版サイズ 10 スラ
イド程度とする。 

○ 
1 式 

（内業） 
1 式 

（内業） 

12. 照査 照査計画に基づき、業務の節目毎に照査を実施し、
照査報告書の作成を行う。 ○ 

1 式 
（内業） 

1 式 
（内業） 

 
                         大川幹線用水路 

作業項目 作業内容 
作業 
対象 

数量 

当初 変更 

1.現地調査 実施設計等に必要な調査を行う。 
 ○ － 

12,881m 
（外業） 

2.資料の収集・把握 調査対象路線の図面（管路平面縦断図、各構造図
等）、漏水履歴、空気弁等の付帯施設の構造及び過去
の圧力計データについて資料を収集し貸与資料とと
もに内容を把握する。 

○ － 
12,881m 

（外内業） 

3.問診調査 施設管理者（芳賀台地土地改良区）から日常利用、
操作等の不具合・変状箇所・事故履歴・補修履歴等
について聞き取り調査を行い、施設機能に関する課
題、問題点を把握・整理する。 

○ － 
12,881m 
（外業） 

4.資料の整理 
4-1.過去の原因究明
のための調査結果の
整理 

 
2 で収集した資料及び貸与資料を基に過去の漏水事

故等で行った原因究明のための調査結果を整理・分
析する。 

○ － 
12,881m 
（内業） 

4-2.平面図・縦断図
の作成 

2 で収集した図面等を基に大川幹線用水路の平面
図・縦断図をそれぞれＡ１判図面に集約し作成（建設
時の工事名、受注業者名、管製造メーカー名等を追
記）する。 

なお、平面図の基図は、国土地理院発行の電子地図
（受注者で購入）を使用する。 

○ － 
12,881m 
（内業） 

4-3.過去の漏水事故
歴の整理 

2 で収集した資料を基に、4-2 で作成した平面図・
縦断図に過去の漏水事故歴を整理する。 ○ － 

12,881m 
（内業） 

4-4.圧力計データの
分析 

2 で収集した圧力計データを基に過去５ヶ年の非か
んがい期（無通水時）の圧力計の計測値を時系列で整
理し、圧力計の計測値の変化状況等を分析し、漏水が
疑われる位置を推定する。 

○ － 
12,881m 
（内業） 
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共通（小宅幹線用水路及び大川幹線用水路共通作業） 

作業項目 作業内容 
作業 
対象 

数量 

当初 変更 

13. 点検とりまとめ 各作業項目の成果物の点検及びとりまとめを行
い、試験施工計画を作成する。 ○ 

1 式 
（内業） 

1 式 
（内業） 

 


